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アラスカ南東部における現代氷河の融解による隆起速度の算出
Computation of uplift rate caused by present-day ice melting in Southeast Alaska
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アラスカ等の氷河地域では氷河融解に伴う地殻隆起現象が観測されており、この隆起は弾性変形によるもの
と、粘弾性変形によるものの二つの現象が合わさった形で観測されている。粘弾性変形による隆起現象はPost
glacial rebound (PGR)、弾性変形による隆起現象はPresent-day ice melting (PDIM)と呼ばれ、これらを分離
することによって、マントルの粘性率など地学的に重要なパラメータを詳しく知ることができる。 
本研究の対象地域であるアラスカ南東部はGPS等の測地データが豊富にあり、先行研究も幾つか存在する地域で
ある。その一つであるSun et al. (2010)では2006年～2008年まで重力観測を行い、重力変化・地表隆起速度の
観測データからPDIMによる隆起速度（dΔ/dt）を見積もった。一方で、彼らは、PDIMモデル（氷河融解速度の空
間分布を示すデータ）の数値積分からもdΔ/dtを求めているが、これは観測から求めたものと一致しな
かった。この原因として、彼らのモデル計算が簡単化されていたことと、使用したPDIMモデル自身が現実の氷
河融解分布に合致していない可能性などが考えられる。 
そこで本研究は、重力データ等の測地データを用いてアラスカ南東部におけるPDIMを精度よく議論するため
に、PDIMモデルと測地観測データのそれぞれから絶対重力基準点（計6点）におけるPDIM起源の地殻隆起量（dΔ
/dt(cal)およびdΔ/dt(obs)）を見積もった。まずモデル計算による方法では、半無限媒質上での円荷重に対す
る応答関数 (Farrell, 1972)を用い、UAF07 (Larsen et al., 2007)というPDIMモデルを数値積分することで各
重力基準点におけるdΔ/dt(cal)を見積もった。一方観測データによる方法では、Wahr et al. (1995)に基づ
き、2006～2013年における絶対重力変化速度とGPS隆起速度の観測データ(風間ほか, 2015)の線形演算によって
dΔ/dt(obs)を見積もった。 
その結果、本研究のdΔ/dt(obs)の値は14.7 +/- 2.2 mm/yearとなり、先行研究(Sun et al., 2010)の値（10.7
+/- 7.3 mm/year）よりも小さな誤差で見積もることができた。これは、本研究で用いた重力観測データ(風間
ほか, 2015)の収録期間が長くなったことで、重力変化速度の決定精度が増したためと考えられる。また、本研
究のdΔ/dt(cal)の値は10.3 +/- 1.4 mm/yearであり、先述のdΔ/dt(obs)の約7割に相当することが分かった。先
行研究ではdΔ/dt(cal) = 5.5 +/- 3.2 [mm/year]で、dΔ/dt(obs)の約5割しか説明できていなかったので、本研
究のモデル計算は観測データをより正確に再現できていると言える。この理由としては、本研究のモデル計算
で簡単化を行わず、より現実に近い氷河・観測点配置で数値積分を実施したためである。一方、本研究のdΔ
/dt(cal)は依然としてdΔ/dt(obs)から約3割乖離しているが、この差をより小さくするにはモデル計算で地球曲
率・地形形状・地球内部構造を考慮することや、より現実的なPDIMモデルを作成する必要があると考えられ
る。
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